危険物試験補習　危険物の性質ならびにその火災予防及び消火の方法
「丙種」扱える危険物…（乙４類ではもうすこし増えます）

· ガソリン・灯油・石油

· 第３石油類のうち　重油・潤滑油

· 引火点が１３０℃以上のもの

· 第４石油類

· 動植物油類
危険物の性質（重要！）
· 常温（２０℃）のときに　液体　であり、すべて蒸発して燃える。

· 　引火点・　発火点　を持つ。（火を近づけると燃えるし、自然発火もする）

· 発生する蒸気は　無色　で、　空気より重い　。

· 水よりも　軽く　水に　溶けない　（ものがほとんど。ただし例外もある）

· 引火点よりも下の温度でも霧状にすると燃える。　
· 　植物油類の乾燥油　のみ常温でも自然発火する。
　問題１・２
危険物の取り扱いについて

· 必ず　密栓　する。

· 蒸気は　重く　、下にたまるので　上方　で蒸気を放つ。

· 　換気　して蒸気がたまらないようにする。

· 液体をタンクやドラム缶につめるときは、あふれないように少し空間を空けておく　
· また、からになったタンクやドラム缶はきっちりと栓をして　火気のないところにおいておくこと＝濃い蒸気がドラム缶の中にこもり、燃焼範囲に　なっていることがあるから。

問題３・４

静電気について（重要）

静電気は点火源の１つです。電気の通りにくいものを摩擦する（こすり合わせる）と静電気が発生します。この静電気がたくさんたまると火花放電を起こします。
ただし、静電気がたまっても、静電気自体は熱をもちません。
静電気はどういったところに発生するのか？

①ガソリンなどの石油類が、ホースなどを流れるときに発生しやすい。その速さが　速い　ほど発生しやすい。

②湿度が　低い（　乾燥　している）と発生しやすい。

③木綿などの天然繊維よりナイロンなどの　合成繊維　ほど発生しやすい。

どうすれば静電気の発生を抑えられるか？

· 石油類の流速を遅くする。
· 湿度をあげる。

· 接地（アース）して、静電気を地面に逃がす。
問題５・６
危険物を処理する場合

· 安全な方法ですこしづつ　燃やす　
してはいけないこと
· 　すてる・　流す　・　蒸発させる　
もしたくさんの油が流出したら

①　土のう　などでせき止めて、油の広がりを防ぐ

②消防署、及び付近の住民に知らせる。

③付近で火気の使用をやめてもらう。

危険物対策テキスト無料ダウンロード　http://www.eonet.ne.jp/~start/

問題１

危険物の性状で間違っているものはどれか？

①引火性の液体である

②発生する可燃性の液体の蒸気は空気よりも重い

③静電気の火花で引火する物はない

④液体の比重は１よりも小さい（水よりも軽い）ものが多い

問題２

危険物の性質として誤っているものはどれ？
1． 一般に静電気が発生しやすい。

2． 一般に自然発火はしない

3． 一般に水より軽い

4． 一般に蒸気は空気より軽い

問題３　油類の取り扱いについて過っている物はどれか？

①油類を容器に詰め替えるときは引火点の高い物でも常に火気の存在に注意すること

②蒸気を排出する場合は、屋外の低所に放出すること

③容器に注入したときは密栓しておくこと

④油類のもれ、あふれ、飛散に注意すること

問題４　危険物を取り扱うときの注意について誤っているものはどれ？

1． 隙間を作らないようにして密栓する。

2． 空容器であっても内部に蒸気が残っている可能性があるので、取り扱いには十分注意する。

3． 火気や公温帯との接近を避ける。

4． 静電気が発生する恐れがある場合は、接地等をして静電気が蓄積しないようにする。

問題５　油類の貯蔵および取り扱いについて正しいものはどれ？

1． ガソリンを貯蔵している容器が空になったので、すぐに灯油を注入しておいた。

2． 容器は日光の直射を避け、冷所に貯蔵する。

3． ドラム缶などに注油する際は静電気の発生を抑えるため流速をできるだけ早くする。

4． 容器に詰め替える際などに万一流出した際は多量の水で希釈する。

問題６　ガソリンを取り扱う場合、静電気の発生を防止する方法として誤っているものはどれ？
1． 湿度は高く保つ

2． 給油する際はゆっくりと注入する。

3． 接地をする。

4． 衣類は木綿などの着用を避け、ナイロンなど合成繊維のものを着用する。

つまり、ほぼ油類だと思っておけばＯＫ！




















